
平成２６年（国）第８５３号

平成２７年６月２９日裁決

主文

厚生労働大臣が、平成○年○月○日付で再

審査請求人に対してした、後記「理由」欄第

２の２記載の原処分を取り消す。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、主文と同旨の裁決

を求めるということである。

第２　再審査請求の経過

１　請求人は、平成○年○月○日に死亡し

た国家公務員共済組合の組合員であり、

公的年金制度の財政基盤及び最低保障機

能の強化等のための国民年金法等の一部

を改正する法律（平成２４年法律第６２

号）による改正前の国民年金法（以下「国

年法」という。）による第２号被保険者

であったＡ（以下「亡Ａ」という。）の

１８歳未満の子と生計を同じくする妻で

あるとして、平成○年○月○日（受付）、

厚生労働大臣に対し、遺族基礎年金の裁

定を請求した。

２　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で、請求人に対し、「被保険者であった

者の死亡当時、被保険者であった者に

よって生計を維持されていたものと認め

られないため。」という理由で、遺族基

礎年金を支給しない旨の処分（以下「原

処分」という。）をした。

３　請求人は、原処分を不服として、○○

厚生局社会保険審査官に対する審査請求

を経て、当審査会に対し、再審査請求を

した。

第３　問題点

１　国民年金の被保険者が死亡した場合、

当該死亡の当時、死亡した被保険者（以

下「死亡者」という。）によって生計を

維持し、かつ、１８歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの間にある未婚の

子又は２０歳未満であって障害等級に該

当する障害の状態にある未婚の子と生計

を同じくする妻には、遺族基礎年金が支

給される。死亡者によって生計を維持し

た妻とは、死亡者と生計を同じくしてい

た配偶者で、年額８５０万円以上の収入

又は年額６５５万５千円以上の所得（以

下「基準額」という。）を将来にわたっ

て有すると認められる者以外のものとさ

れている（国年法第３７条第１号、第

３７条の２第１項及び第３項、国民年金

法施行令等の一部を改正する政令（平成

２６年政令第９号）による改正前の国民

年金法施行令第６条の４並びに ｢ 生計

維持関係等の認定基準及び認定の取扱

いについて ｣（平成２３年３月２３日年

発０３２３第１号厚生労働省年金局長通

知。以下 ｢認定基準 ｣という。））。

２　認定基準では、生計維持認定対象者が

死亡した者の配偶者であり、住所が死亡

者と住民票上異なっている場合に死亡者

による生計維持関係が認められるために

は、次のいずれかに該当する必要がある

が、この認定基準により生計維持関係の

認定を行うことが実態と著しく懸け離れ

たものとなり、かつ、社会通念上妥当性

を欠くこととなる場合には、この限りで

ないとしている。

ア　現に起居を共にし、かつ、消費生活

上の家計を一つにしていると認められ

るとき

イ　単身赴任、就学又は病気療養等の止

むを得ない事情により住所が住民票上

異なっているが、次のような事実が認

められ、その事情が消滅したときは、

起居を共にし、消費生活上の家計を一

つにすると認められるとき

（ｱ）　生活費、療養費等の経済的な

援助が行われていること

（ｲ）　定期的に音信、訪問が行われ

ていること

３　上記認定基準は、当審査会も相当と認

めるところ、本件の場合、亡Ａの死亡の

当時、請求人が亡Ａの妻であって、基準

額を将来にわたって有すると認められる

者以外のものであったことについての当



事者間の争いはないと認められるから、

本件の問題点は、請求人が亡Ａの死亡当

時、同人によって生計を維持したものと

認めることができるかどうか、というこ

とである。

第４　当審査会の判断

１　本件記録によれば、次の事実を認定す

ることができる。

（1）～（10）　（略）

２　以上の認定事実に基づいて、本件の問

題点について検討し、判断する。

（1）　国民年金制度は、日本国憲法第

２５条第２項に規定する理念に基づ

き、老齢、障害又は死亡によって国民

生活の安定がそこなわれることを国民

の共同連帯によって防止し、もって健

全な国民生活の維持及び向上に寄与す

ることを目的とするものであり（国年

法第１条）、死亡によって国民生活の

安定がそこなわれることを防止するた

めに遺族基礎年金が支給される。そう

であるから、婚姻関係には何の問題が

ないものの、配偶者を失った他方配偶

者に相当な収入等があって死亡した配

偶者によってその者の生計が現に支え

られていなかった場合だけでなく、婚

姻関係に何らかの問題があって、死亡

配偶者によって他方配偶者が現に生計

を維持していなかった場合（夫婦相互

の生活保持義務に基づく婚姻費用の分

担がなされていない場合等）であって

も、遺族基礎年金は支給されないこと

となる。

（2）　しかし、一方配偶者が死亡した時

点という一点を捉えて、その時点にお

いて他方配偶者の生計が相当程度支え

られていないとして生計維持関係を認

めないことが著しく合理性を欠く場

合、たとえば、一方配偶者の死亡時点

において、別居のため一体の生計が営

まれておらず、また、仕送り等経済上

の援助もない場合であっても、それが

配偶者の一方又は双方の疾病その他や

むを得ない事情によるものであって、

夫婦双方に婚姻関係を解消する意思が

認められず、いわば常態から逸脱した

状況が婚姻関係を形骸化せしめる程長

期間続いているわけでなく、上記やむ

を得ない事情が解消すれば速やかに夫

婦の共同生活が再開されることが期待

されるような場合には、例外的な取扱

いが認められて然るべきであるととも

に、生計維持関係が失われたか否かの

判断は、その間の事情を、実態に即し

て総合的に考慮してなされるべきもの

であり、認定基準においても、前述の

とおり、これにより生計維持関係の認

定を行うことが実態と著しく懸け離れ

たものとなり、かつ、社会通念上妥当

性を欠くこととなる場合には、この限

りでないとしているところである。

（3）　本件の場合、亡Ａ死亡時において、

亡Ａと請求人が別居していたことは明

らかであるから、前記第３の２記載の

認定基準アに該当するとはいえない。

しかしながら、亡Ａと請求人の別居は、

請求人がその生命・身体に現実の危険

を感じるのに十分な、亡Ａによる暴力

的言動によるものであって、配偶者か

らの暴力の防止及び被害者の保護等に

関する法律第１条所定の、配偶者から

の身体に対する暴力等による被害を回

避し、その暴力等からの保護を求める

ための別居であったと認めることがで

きる。そして、その別居期間は、婚姻

期間約１３年間のうちの末期の３か月

余にすぎないものであり、その経緯を

みるに、請求人は、亡Ａの暴力等を契

機に、平成○年○月○日に３人の子を

連れて○○市の自宅を出て、友人宅に

避難し、同月○日に、警察立ち会いの

もとで現住所である○○市の住所に転

居しており、亡Ａが死亡したのは同年

○月○日である。別居中は、夫とは連

絡をとらないように警察や市役所から

言われていたものの、請求人は亡Ａの

様子をみながら、やり直すつもりでい

たことから、Ｂ室長に亡Ａの様子を尋

ねたり、月１～２度、○市の自宅の近

くに行って、車の中から家の中の様子



を確認していたものであり、同年○月

○日には、別居解消の意思を固めて○

○市の自宅に戻ったところ、倒れてい

る亡Ａを発見したというのである。こ

れらのことを総合的にみると、請求人

と亡Ａの間に離婚の合意は認められ

ず、請求人と亡Ａの婚姻や同居、協力

扶助等に関しては、未だその行方が定

まらない時期にあり、その生計維持関

係に係る事態は極めて流動的であった

とみることが相当であり、別居が短期

間で一時的なものであったと評価でき

ることも併せ考えると、本件において

は、いまだ請求人と亡Ａの生計同一関

係は失われていないものと認めるのが

相当であり、形式的に上記認定基準の

ア及びイに当たらないことをもって、

生計維持関係を否定することは、実態

と著しく懸け離れたものとなり、かつ、

社会通念上妥当性を欠くといわなけれ

ばならない。

（4）　以上によれば、請求人は、亡Ａの

死亡の当時、同人によって生計を維持

したものと認めることができるから、

これと異なる趣旨の原処分は取り消さ

れなければならない。

以上の理由によって、主文のとおり裁決す

る。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /MSMincho
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


